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20020099年年33月期月期 第第33四半期四半期（連結）（連結）決算説明会決算説明会

船井電機株式会社

2009年2月13日（金）
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決算の概要決算の概要 ((連結連結))

 

１１    第第 33 四四半半期期（（0088 年年 44 月月～～1122 月月））決決算算概概要要  

２２    機機器器別別売売上上高高  

３３    映映像像機機器器のの売売上上高高  

４４    DDVVDD 関関連連機機器器のの売売上上高高  

５５    テテレレビビ関関連連機機器器のの売売上上高高  

６６      地地域域別別売売上上高高  

７７    財財務務のの状状況況  

８８      棚棚卸卸資資産産  

９９      設設備備投投資資額額・・減減価価償償却却費費・・研研究究開開発発費費  

ⅠⅠ
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（単位：億円）

営 業利益率

経常利益率

四半期純利益率

前年同期比
増減率

＋ 6.3%

＋154.7%

△ 58.6%

ー

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

2,258

12

57

△30

(0.6%)

(2.6%)

(△1.3%)

前第前第33四半期四半期
（累計）（累計）

当第当第33四半期四半期
（累計）（累計）

2,400

32

23

7

(1.4%)

(1.0%)

(0.3%)

四半期純利益率

－四半期純利益 △30
(△1.3%)

△160
(△6.7%)

四 半 期 純 利 益
過年度法人税等控除前

期中平均レート
(対米国ドル) 117.14円 102.48円

△9 (※1)

△183 (※2)

１１ 第第33四半期（四半期（0808年年44月～月～1212月）決算概要月）決算概要

（※1） 受取利息+30、為替差損△35、支払利息△3、その他△1

（※2） 過年度法人税等△168、投資有価証券評価損△27、その他＋12
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２２ 機器別売上高機器別売上高

192

565

1,501

200

384

1,816

2,258億円
2,400億円

前期3Q 当期3Q

映像機器

情報機器

その他

： ＋315億円 （＋21.1％）

： △181億円 （△32.1％）

： ＋ 8億円 （＋ 3.9％）

映像機器

情報機器
その他

合計 ： ＋142億円 （＋ 6.3％）

前年同期比

(4-12月) (4-12月)
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３３ 映像機器の売上高映像機器の売上高

1,034

467

1,127

689

1,816億円

DVD関連機器

テレビ関連機器

1,501億円

ＤＶＤ関連機器

テレビ関連機器

： ＋222億円 （＋47.5％）

： ＋ 93億円 （＋ 9.0％）

合計 ： ＋315億円 （＋21.1％）

前年同期比

前期3Q 当期3Q
(4-12月) (4-12月)

6

４４ DVDDVD関連機器の売上高関連機器の売上高

1
166

263

37

221

108

167

177

16
689億円

467億円

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

ビデオ ： △21億円 （△56.8％）

： ＋1億円 （＋ 0.6％）

： △86億円 （△32.7％）

合計 ： ＋222億円 （＋47.5％）

前年同期比

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ
ﾌﾟﾚｰﾔ

： ＋107億円 （ － ）

デジタルSTB ： ＋221億円 （ － ）
前期3Q 当期3Q

・プレーヤ関連は市場縮小に伴い減少
・レコーダ関連は微増するものの弱含み

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ ・４月から本格投入し順調

に推移

デジタルSTB ・期を追って順調に推移

(4-12月) (4-12月)

(ﾌﾞﾙｰﾚｲ)

ビデオ

ＤＶＤﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連
ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾚｰﾔ

デジタルSTB
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５５ テレビ関連機器の売上高テレビ関連機器の売上高

97

726

211

22

1,029

76

ブラウン管テレビ

液晶テレビ

その他

： △135億円 （△64.0％）

： ＋303億円 （＋41.7％）

合計 ： ＋93億円 （＋ 9.0％）

・薄型テレビの急速な普及に伴い

減少が加速

・フィリップスブランドの寄与もあり

増加

・プロジェクターの撤退（前4Q)により

減少

前年同期比

1,127億円
1,034億円

： △75億円 （△77.3％）

前期3Q 当期3Q
(4-12月) (4-12月)

液晶テレビ

その他

ﾌﾞﾗｳﾝ管ﾃﾚﾋﾞ

液晶テレビ

その他

ﾌﾞﾗｳﾝ管ﾃﾚﾋﾞ
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６６ 地域別売上高地域別売上高

295
72

392

1,499

268
113

308

1,711

(66.3%)
(71.3%)

2,258億円
2,400億円

アジア他

日 本

欧 州

北 米 ：＋212億円 （＋14.2％）

： △84億円 （△21.3％）

： ＋41億円 （＋56.9％）

： △27億円 （△ 9.3％）

合計 ： ＋142億円 （＋ 6.3％）

前年同期比

前期3Q 当期3Q
(4-12月) (4-12月)

北 米

・液晶テレビ、デジタルSTB、ブルーレイプレーヤ
の売り上げ増が情報機器の減少をカバー

・液晶テレビを中心に価格競争に巻き込まれ
苦戦

欧 州
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946
415

387 350

419

388
268

433

680
840

1,036

746

７７ 財務の状況財務の状況

2,107
資
産
の
状
況

資
産
の
状
況

負
債
・純
資
産
の
状
況

負
債
・純
資
産
の
状
況

2,244

負債の状況負債の状況

・仕入債務

・未払金他

・純資産

（自己資本比率

＋ 61億円増加

△ 47億円減少

△ 464億円減少

61.7％）

・現金預金

・売上債権

・棚卸資産

・固定資産他

＋ 94億円増加

＋ 45億円増加

＋ 32億円増加

△ 621億円減少

資産の状況資産の状況現金預金

売上債権

棚卸資産

固定資産他

仕入債務

未払金他

純資産

（単位：億円）

2008/12
（当期3Q）

2008/3
（前期末）

310 371

479 432

1,768
1,583 1,304

258

403

2,244 2,107 純資産の状況純資産の状況

2,557

2,557

2007/12
（前期3Q）

前年同期比

10

８８ 棚卸資産棚卸資産

1.7ヶ月

〈在庫回転月数〉

128

259

139

211

126

557

88

331

419億円387億円

1.3ヶ月

2007/12
（前期3Q）

2008/12
（当期3Q）

部品仕掛品等

製品

前年同期比

＋72億円

△40億円

製品

部品仕掛品等

2.0ヶ月

2008/3
（前期末）

350億円

2.4ヶ月

2008/9
（当期2Q）

683億円
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42
30 39

27

110
98

0

20

40

60

80

100

120

140

160

（億円）

前3Q 当3Q

設備投資額

９９ 設備投資額・減価償却費・研究開発費設備投資額・減価償却費・研究開発費

前年同期間比

△12億円減少

前年同期間比

△ 12億円減少

減価償却費

第3四半期

前年同期間比

△ 12億円減少

研究開発費

49 54 48
38

147
134

0

20

40

60

80

100

120

140

160

（億円）

前期 当期
(予想）

設備投資額 減価償却費

通 期

研究開発費

前期 当期
（予想）

前期 当期
（予想）

前3Q 当3Q 前3Q 当3Q

12

  

１１    通通期期（（22000099 年年 33 月月期期））のの予予想想  

２２    機機器器別別売売上上高高  

３３    映映像像機機器器のの売売上上高高  

４４    DDVVDD 関関連連機機器器のの売売上上高高  

５５    テテレレビビ関関連連機機器器のの売売上上高高  

ⅡⅡ 通期予想通期予想
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（単位：億円）

１１ 通期（通期（20020099年年33月期）の予想月期）の予想

100.00円100.00円113.80円期中平均レート
（対米国ドル）

△114

ー

ー

ー

＋9.7%

前期比

増減率
通期予想通期予想計 画計 画

（（ 66月発表）月発表）

△91.7%560△24営 業 利 益

当期純利益率

経 常 利 益 率

営 業 利 益 率 (0.2%)(1.8%)(△0.9%)

ー△1580△0経 常 利 益

(△0.5%)(2.4%)(△0.0%)

ー△2258△53当 期 純 利 益
過年度法人税等控除前

(△0.7%)(1.7%)(△1.9%)

2,771
金 額

前期実績前期実績

3,400
金 額

△10.6%3,040売 上 高

金 額

計画比

増減率

△190△53a当 期 純 利 益 ー ー

当期純利益率 (△6.3%)(△3.4%)(△1.9%)

14

２２ 機器別売上高機器別売上高

280

650

1,841

293

484

2,623

274

446

2,320

3,040億円

2009/3期
（予想）

映像機器

情報機器

その他

2008/3期
（実績）

3,400億円

： △303億円 （△11.6％）

： △ 38億円 （△ 7.9％）

： △ 19億円 （△ 6.5％）

映像機器

情報機器

その他

2,771億円

合計 ： △ 360億円 （△10.6％）

計 画比

2009/3期
（計画）

映像機器

情報機器

その他

： ＋479億円 （＋26.0％）

： △204億円 （△31.4％）

： △ 6億円 （△ 2.1％）

合計 ： ＋269億円 （＋ 9.7％）

前 期比
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３３ 映像機器の売上高映像機器の売上高

1,254

587

1,663

960

1,457

863

2,623億円
2,320億円

DVD関連機器

テレビ関連機器

1,841億円

ＤＶＤ関連機器

テレビ関連機器

：△ 97億円 （△10.1％）

：△206億円 （△12.4％）

合計 ：△303億円 （△11.6％）

計 画比

2009/3期
（予想）

2008/3期
（実績）

2009/3期
（計画）

DVD関連機器

テレビ関連機器

：＋276億円 （＋47.0％）

：＋203億円 （＋16.2％）

合計 ：＋479億円 （＋26.0％）

前 期比
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４４ DVDDVD関連機器の売上高関連機器の売上高

14
4202

322

45

332

155

230

223

20

318

125

196

204

20

960億円
863億円

587億円

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

ビデオ ： － 億円 （ － ）

： △34億円 （△14.8％）

： △19億円 （△ 8.5％）

合計 ： △97億円 （△10.1％）

計 画比

2009/3期
（予想）

2008/3期
（実績）

2009/3期
（計画）

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾌﾟﾚｰﾔ ： △30億円 （△19.4％）

デジタルSTB他 ： △14億円 （△ 4.2％）

（ﾌﾞﾙｰﾚｲ)

（STB)

ビデオ

ＤＶＤﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連
ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾚｰﾔ

デジタルSTB他

※アナログ放送停波が6月まで4ヶ月間延長

※

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

ビデオ

： △6億円 （△ 3.0％）

：△118億円 （△36.6％）

合計 ：＋276億円 （＋47.0％）

前 期比

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾌﾟﾚｰﾔ

デジタルSTB他 ：＋304億円 （ － ）

： △25億円 （△55.6％）

：＋121億円 （ － ）
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５５ テレビ関連機器の売上高テレビ関連機器の売上高

101

897

256

40

1,533

90

30

1,348

79

1,663億円

1,457億円

1,254億円

ブラウン管テレビ

液晶テレビ

その他

： △ 11億円 （△12.2％）

： △185億円 （△12.1％）

： △ 10億円 （△25.0％）

合計 ： △206億円 （△12.4％）

計 画比

2009/3期
（予想）

2008/3期
（実績）

2009/3期
（計画）

液晶テレビ

その他

ﾌﾞﾗｳﾝ管ﾃﾚﾋﾞ

： △177億円 （△69.1％）

： ＋451億円 （＋50.3％）

： △ 71億円 （△70.3％）

合計 ： ＋203億円 （＋16.2％）

前 期比

液晶テレビ

その他

ﾌﾞﾗｳﾝ管ﾃﾚﾋﾞ
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１１    第第 33 四四半半期期（（0088 年年 1100 月月～～1122 月月））決決算算概概要要  

２２    機機器器別別売売上上高高  

３３    映映像像機機器器のの売売上上高高  

４４    DDVVDD 関関連連機機器器のの売売上上高高  

５５    テテレレビビ関関連連機機器器のの売売上上高高  

ⅢⅢ
補足資料補足資料 ①①

（第３四半期（（第３四半期（1010--1212月）決算概要）月）決算概要）
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営業利益率

経常利益率

純利益率

前年同期比
増減率

37.2%

ー

ー

ー

（単位：億円）

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

純 利 益

期中平均レート
(対米国ドル)

695

△ 7

7

12

(△1.1%)

(1.1%)

(1.8%)

前第前第33四半期四半期

113.02円

当第当第33四半期四半期

954

△ 10

△ 35

△ 39

(△1.1%)

(△3.8%)

(△4.1%)

94.99円

△25 (※1)

（※1） 受取利息+13、為替差損△36、その他△2

１１ 第第33四半期（四半期（0808年年1010月～月～1212月）決算概要月）決算概要
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２２ 機器別売上高機器別売上高

62
113

520

68
107

779

695億円

954億円

前期3Q 当期3Q

映像機器

情報機器

その他

： ＋259億円 （＋49.8％）

： △ 6億円 （△ 5.3％）

： ＋ 6億円 （＋ 9.7％）

映像機器
情報機器
その他

合計 ： ＋259億円 （＋37.2％）

前年同期比

(10-12月) (10-12月)
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３３ 映像機器の売上高映像機器の売上高

372

148

558

221

779億円

DVD関連機器

テレビ関連機器

520億円

ＤＶＤ関連機器

テレビ関連機器

： ＋ 73億円 （＋49.3％）

： ＋186億円 （＋50.0％）

合計 ： ＋259億円 （＋49.8％）

前年同期比

前期3Q 当期3Q
(10-12月) (10-12月)
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４４ DVDDVD関連機器の売上高関連機器の売上高

1
56

79

12

79

32

52

53

5
221億円

148億円

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

ビデオ ： △ 7億円 （△58.3％）

： △ 4億円 （△ 7.1％）

： △ 26億円 （△32.9％）

合計 ： ＋ 73億円 （＋49.3％）

前年同期比

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ
ﾌﾟﾚｰﾔ

： ＋ 31億円 （ － ）

デジタルSTB ： ＋ 79億円 （ － ）

ビデオ

ＤＶＤﾚｺｰﾀﾞ関連

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連
ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾚｰﾔ

デジタルSTB

前期3Q 当期3Q

（ﾌﾞﾙｰﾚｲ)

(10-12月) (10-12月)
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５５ テレビ関連機器の売上高テレビ関連機器の売上高

26

276

70

8

531

19

ブラウン管テレビ

液晶テレビ

その他

： △ 51億円 （△72.9％）

： ＋255億円 （＋92.4％）

合計 ： ＋186億円 （＋50.0％）

前年同期比

558億円

372億円

： △ 18億円 （△69.2％）

前期3Q 当期3Q

液晶テレビ

その他

ﾌﾞﾗｳﾝ管ﾃﾚﾋﾞ

(10-12月) (10-12月)

24

補足資料補足資料 ②②

  

11  四四半半期期別別決決算算概概要要  

22  機機器器別別売売上上高高のの推推移移（（四四半半期期））  
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（単位：億円）

１１ 四半期別決算概要四半期別決算概要

(2.0%)

16

(1.8%)

15

(3.9%)

33

852

2Q2Q

(△4.1%)

△ 39

(△3.8%)

△ 35

(△1.1%)

△ 10

954

3Q3Q

(△23.2%)

△137

(7.5%)

44

(1.7%)

9

594

1Q1Q

5757期期

(△4.5%)(1.8%)(△7.1%)(1.7%)四半期純利益率

△ 2312△ 5613四半期純利益

(△11.3%)(1.1%)(0.8%)(5.8%)経 常 利 益 率

△ 587644経 常 利 益

(△7.0%)(△1.1%)(1.1%)(1.5%)営 業 利 益 率

△ 36△ 7911営 業 利 益

513695790773売 上 高

4Q4Q3Q3Q2Q2Q1Q1Q

5656期期

26

72

212

323

166

58

240

339

153

62

113

372

148

88

85

220

120

70

107

229

188

62

170

340

280

68

107

558

221
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1,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

（億円）

テレビ関連機器 情報機器 その他DVD関連機器

(07/6) (07/9) (07/12)

773 790
695

513

(08/3)

594

(08/6) (08/9)

852
954

(08/12)

２ 機器別売上高の推移（四半期）２２ 機器別売上高の推移（四半期）機器別売上高の推移（四半期）
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注意事項注意事項

本資料は、歴史的事実ではない将来の業績に関する予想及び見通
しについての記載が含まれています。これらの記載は、映像機器及び
情報機器をはじめとする当社及び当社グループ会社の事業に関連す
る業界動向、国内外の経済状況並びに為替レートの変動その他の業
績に影響を与える可能性のある要因について、現時点で把握可能な
情報をもとにした仮定及び見通しを前提としています。したがって、実
際の業績は、エレクトロニクス業界における競争状況、市場動向、為替
動向、新製品の導入及びその成否、税制や諸制度に関する世界的な
状況を含む多くの不確実な要因の影響を受け、本記載の予想及び見
通しとは大きく異なる場合がありますのでご承知おきください｡


